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はじめに 

 

東栄町教育委員会では、「第６次東栄町総合計画 山のめぐみをうけ ともに築く彩りの里」

の「豊かな文化と心を育むまちづくり」を施策の基本方向とし、併せて教育大綱に基づいた着

実な事業の推進に努めているところです。これらの政策目標の達成に向けて、毎年度、施策評

価を行い、翌年度以降の取組に生かすとともに、その内容を地方教育行政の組織及び運営に関

する法律による、「教育に関する事務の管理及び執行の状況」の点検及び評価等の報告書とし

て位置づけて公表します。 
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基本施策 ２ 家庭・地域における教育（青少年の健全育成）･･････ 7 
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４－１ 後継者育成の支援 
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主要事業の実施、成果状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５～５３ 
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３ 中学校費･･･････････････････････････････ 30 

４ 保健体育費･････････････････････････････ 38 

５ 社会教育費･････････････････････････････ 41 

６ 総合社会教育文化施設費･････････････････ 45 

７ 森林体験交流施設費･････････････････････ 52
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基本方針 豊かな文化と心を育むまちづくり 

基本施策 １ 学校教育 

○現状と課題 

・小・中学校ともに児童・生徒数が減少し、小規模校となる中、学習指導の充実や教職員の質

の向上を図るとともに、小・中学校の教員や地域が連携し、小中連携教育の研究を行ってい

くことが重要です。また、保育園と小中学校との間で、児童の食物アレルギー情報の提供な

ど健康分野での連携がとれていますが、これをさらに広い分野での連携関係にしていくこと

が望まれます。 

・小・中学校の児童・生徒の減少に伴う教育のあり方に対応した教育施設や設備の整備を行う

ことが必要です。 

・町内には高校がなく、町外高校への就学を余儀なくされており、都会と比べ、保護者の経済

的負担が大きくなっています。 

 

○施策がめざす将来の姿 

・小学校と中学校の教員、地域が連携することで小中連携教育が進んでいます。 

・時代を見据えた教育内容、教育方法等により多様な学習活動が実施されています。 

・児童・生徒の特性を把握し、一人ひとりの良さや可能性を伸ばす教育がされています。 

・保育園、小学校、中学校の連携が一層進み、とぎれのない保育・教育が行われています。 

・希望に応じて高等教育が受けられる環境が整っています。 

 

○個別施策 

１－１ きめ細かな教育の推進 

・小規模校としての特性を生かし、一人ひとりに応じた学習指導を行い、基礎学力の向上を図

ります。 

・支援が必要となる児童や生徒に対して、特別支援教育の支援員を配置するなど、きめ細かな

教育を行います。 

【主な事業】：特別支援教育支援員事業 

１－２ 知・徳・体が調和した教育の推進 

・基礎学力の向上をはじめ、道徳教育、国際理解教育、環境教育、情報教育、食育、職業体

験など、各種教育に力を入れ、知・徳・体のバランスのとれた教育を行います。 

・ふるさと東栄を学び、ふるさと東栄を愛する天地人教育を推進します。 

・小・中学校へＡＬＴを派遣し、英語教育の充実を図るとともに中学生の海外派遣として、ホ

ームステイや交流体験を行うことで、言語や文化の違いを体験し、豊かな国際感覚を身につ

けるように進めます。 

【主な事業】：外国語指導助手設置事業 中学生海外派遣事業 

１－３ 連携教育の推進 

・小中学校が各１校であるため、教育目標やカリキュラムの共通している部分を協力して行い
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ます。 

・教育の充実を図るため、保育園と小中学校における教育分野での連携について研究していき

ます。 

・中高一貫教育を進めている田口高校との連携を密にしていきます。 

・いじめ問題や不登校等の子どもに適切に対応するため、児童・生徒の心に寄り添う相談体制

の充実と早期の対応を図ります。 

 【主な事業】：保・小・中連携教育研究事業 保・小・中連携教育事業 

１－４ 小中学校の施設・設備の充実 

・教育環境を整えるため、計画的に修繕、工事、備品購入等を行い、小学校、中学校における

施設や設備の充実を図ります。 

 【主な事業】：小中学校施設管理整備事業 

１－５ 高校への就学支援 

・高校への就学を支援するため、通学費や授業料の一部を補助します。 

 【主な事業】：高校生通学費補助事業 私立高校授業料補助事業 

 

○協働の進め方 

・特別支援教育支援員により、一人ひとりに応じたきめ細かな教育を行います。 

・地域住民を講師にした学習指導、部活動指導、ふるさと学習、職業体験などの総合的な学習

を推進します。 

 

 

施策評価シート（基本施策１ 学校教育） 

個別施策 令和２年度の実施(達成)状況 得られた効果と今後の課題 

１－１ 

きめ細かな教育

の推進 

・コロナ感染症の影響で小中学校が

３か月休業となった。変化する状

況に対応するとともに、年度の内

容を履修できるよう配慮した。 

 

 

・「保小中連携教育」を具体化する

ために、学校運営協議会（コミュ

ニティ・スクール）を組織化する

ことを東栄町総合教育会議に提

案した。 

 

 

 

・小中学校の校内現職研修を中心

に、教員の指導力の向上を図っ

た。 

 

 

・学校と連携し、児童生徒の安全を

確保し、教科教育をはじめ履修を

実現できた。授業時数減によって

不十分であった点を検証し、補完

することが必要である。 

 

・「めざす子どもの姿」案を意識し

て保育・学校教育を進めている。

保育士・教師・保護者が個々の子

どもを理解し、中学校卒業までの

期間を見通して、それぞれの立場

で教育に取り組むことを推進す

る協議会にしたい。 

 

・コロナ感染症への対応、休業期間

の補完が必要で、例年のような研

修はできなかった。 

・感染症対応、ＩＣＴ活用、非常時

の指導対応等、実務を通しての研
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・小学校に支援員を配置し、個に応

じた学習を支援した。 

修が中心となった。 

 

・支援が必要な児童に個別に支援を

することで、授業の理解促進と集

中の持続ができた。 

 

１－２ 

知・徳・体が調

和した教育の推

進 

・「保小中連携教育」案の具体化の

ために、学校運営協議会（コミュ

ニティ・スクール）を組織化する

ことを東栄町総合教育会議に提

案した。 

 

 

・ＡＬＴを雇用し小中学校の英語教

育の質の向上を図った。 

 

 

・中学生海外派遣事業を計画したが

実施できず、交流校のＲＣＡ校生

徒と３日間のオンライン交流に

変更して実施した。 

 

・中学校では共生タイムで町に関わ

る追究学習に、小学校では町の未

来についての学習に取り組んだ。 

 

 

・休業や感染症対策のため、運動量

が少なくなった。 

・「めざす子どもの姿」案を意識し

て保育・学校教育に取り組んでい

る。地域の方も共有し、参画でき

る枠組みの方向性ができた。子ど

もの視野を広げられる組織編成

が必要である。 

 

・授業はおおむね楽しく、ネイティ

ブの発音が身につく子どもも多

い。 

 

・オンライン交流が実現できた。海

外生活の実体験ができなかった

ため、会話や交流への自信と意欲

を十分に高められなかった。 

 

・限られた条件下であったが工夫し

て学習し、合唱と共生タイムの発

表会を開催できた。小学校はＤＶ

Ｄによって発表できた。 

 

・体位や体力の状況について全国的

な情報を集め、必要に応じて対応

したい。 

 

１－３ 

連携教育の推進 

・「保小中連携教育」案の具体化の

ために、学校運営協議会（コミュ

ニティ・スクール）を組織化する

ことを東栄町総合教育会議に提

案した。 

 

 

・現職教育委員会に、保小中連携教

育の研究を継続して委託した。 

 

 

・北設楽中高一貫教育に取り組み、

数学・英語の授業、お仕事フェア、

文化祭等の交流を行った。 

・「めざす子どもの姿」案を意識し

て保育・学校教育に取り組んでい

る。保育士・教師・保護者が中学

校卒業までの期間を見通して、共

通理解を図ることができる協議

会にしたい。 

 

・コロナ感染症に対応する実務に時

間を要し、研究に十分時間をかけ

られなかった。 

 

・高校生の学校生活や取り組み、郡

内事業所について知り、進路選択

の参考とすることができた。田口

高校へは４名の進学者があった。 
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１－４ 

小 中 学 校 の 施

設・設備の充実 

・臨時交付金を活用し、小中学生全

員に１台ずつタブレット端末を

貸与した。 

 

 

 

 

・臨時交付金を活用し、小中学校の

特別教室にエアコンを設置した。 

 

 

 

 

・臨時交付金を活用し、小中学校の

水道蛇口の改善、小学校の手洗い

場の増設、中学校生徒への夏用ポ

ロシャツ提供、サーキュレーター

の設置等を行った。 

 

・中学校の体育館及び外トイレの洋

式化を行った。 

 

・総務課事業として、中学校に防火

水槽を設置した。 

 

・ＧＩＧＡスクール構想実現への条

件整備が進んだ。積極的活用、家

庭での活用に向け、研修や共通理

解が必要である。また、設備やア

プリについて、不足しているもの

を補完する必要がある。 

 

・高温化が進み熱中症が危惧される

中、特別教室等でも安心して授業

ができるようになった。臨時休業

の補完としての夏休み短縮等の

対応が可能になった。 

 

・学校生活の新しい日常をつくり、

安心して安全に教育活動を行え

るよう設備を充実できた。今後、

さらにバリアフリー化への対応

が必要と考える。 

 

・感染症対策効果も高まり、清潔で

使いやすくなった。 

 

・中学校や共同調理場の火災への備

えが充実した。 

１－５ 

高校への就学 

支援 

・高校への就学を支援するために、

通学費用や授業料の一部補助を

継続して行った。 

 

・通学の費用や授業料を補助するこ

とによって、家庭の負担を軽減

し、高校生の進路希望を叶え、向

学心を後押しできた。 
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基本方針 豊かな文化と心を育むまちづくり 

基本施策 ２ 家庭・地域における教育（青少年の健全育成） 

○現状と課題 

・子ども達が地域との関わりを持てる場が少なくなり、世代間や異年齢の子ども達との交流が

減っているため、規範意識や社会性の低下が懸念されます。また、少子化が進み、子ども組

織の地域活動が衰退しており、これに伴い地域における子どもの居場所がなくなってきてい

ます。 

・また、子どもへの教育は家庭での教育が基本ですが、核家族化や共働き家庭が増えたことも

あり、最近は親子がふれあえる時間も少なくなり、家庭での教育力も低下しています。その

ため、「子どもは町の宝」として地域で支える仕組みづくりを行うとともに、親子でのふれ

あいを通じ、生活習慣の基本を身につけられるようなしつけなどに関する支援が求められま

す。 

 

○施策がめざす将来の姿 

・子どもたちと地域との関りが強く、地域が一丸となり子どもの健全育成を推進できる体制が

できています。 

・親子のふれあいの場や対話の機会が設けられています。 

 

○個別施策 

２－１ 家庭教育力の向上 

・家庭における親と子のふれあいの場が確保でき、また、児童が人との関わり方や生活習慣の

基本を身につけられるように、保護者に対するしつけなどの家庭教育の支援や相談体制の充

実を図ります。 

 【主な事業】：家庭教育支援事業 

２－２ 児童の健全育成 

・放課後の子ども達の安全で健やかな居場所づくりを推進するとともに、仕事や社会活動と子

育てが両立できるように、保育所の延長保育の時間にあわせて放課後児童クラブの開所時間

の延長を図るなど、放課後児童クラブの充実を図ります。 

・小学校の放課後や長期休暇等において、児童が安心して過ごせるようボランティアによる体

験指導を行うなど、放課後児童クラブの内容の充実を図ります。 

 【主な事業】：放課後児童クラブ運営事業 体験指導者登録事業 

２－３ 子どもの居場所づくり 

・町中心部に子どもから大人までが、安全に集い、過ごせる児童公園を整備します。 

・子ども達の健全育成に向け、児童公園、のき山学校、図書室等を子ども達の居場所とすると

ともに、組や区などの地域で実施する行事等に子ども達が参加しやすい環境を確保できるよ

うに支援します。 

・子どもと高齢者が、家族の垣根を越えてふれあい、また、子どもが高齢者から学ぶ機会を創
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出することで、地域一体となった子育てと郷土を愛する意識の醸成を図ります。 

 【主な事業】：児童公園整備事業 健全育成環境づくり事業  

出会い、触れ合い、学び合い事業 

 

○協働の進め方 

・家庭教育力の向上を図るため、地域やＰＴＡ、学校との連携強化を図り、保護者への支援を

行います。 

・ボランティアによる体験学習を行います。 

・子ども達が地域活動に参加しやすくなるような支援を行います。 

・地域が一体となって、郷土を愛する子ども達を育みます。 

 

 

 

施策評価シート（基本施策２ 家庭・地域における教育（青少年の健全育成）） 

個別施策 令和２年度の実施(達成)状況 得られた効果と今後の課題 

２－１ 

家庭教育力の向

上 

・「保小中連携教育」案の具体化の

ために、学校運営協議会（コミュ

ニティ・スクール）を組織化する

ことを東栄町総合教育会議に提

案した。 

 

・小中学校とも家庭との連絡を継続

的に行い、休業中の生活について

必要な情報を交換した。 

 

 

・保護者会、個別懇談、ＰＴＡ環境

美化活動等の場で、個に応じた家

庭教育の方向性を示した。 

 

 

・スクールカウンセラーを継続配置

し、保護者の相談に対応できるよ

うにした。 

 

・家庭での指導の指針になる具体的

な目標を学校・保護者・地域が共

有するための方法を明らかにで

きた。わかりやすく行動化しやす

い目標の共有化が必要である。 

 

・コロナ感染症の影響による休業に

対応し、家庭訪問や連絡、東栄チ

ャンネルの活用など方法を工夫

して、情報交換ができた。 

 

・個々の課題に対して共に考え、解

決の方法を支援できた。どの保護

者とも信頼関係をいっそう深め

たい。 

 

・専門家を配置し必要に応じて相談

を受けることができた。より活用

しやすくしたい。 

 

２－２ 

児童の健全育成 

・住民福祉課事業 ・住民福祉課事業 

２－３ 

子どもの居場所

づくり 

・コロナ感染症の影響により家庭学

習を余儀なくされたため、家庭と

の連絡が途切れないように努め

た。また、東栄チャンネルの広報

を行った。 

 

・休業中の教科学習の状況だけでな

く、健康状態や生活の様子につい

ても捉えることができた。端末の

活用による連絡や授業を可能に

して不測の事態に備える必要が

ある。 
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・スクールガードや地域見守り隊活

動を依頼し、安全な登下校の体制

を維持した。東栄チャンネルで広

報を行った。 

 

・小中学校ともに総合的な学習の時

間を通して、地域を愛し地域を理

解する学習を計画的に実施した。 

 

 

 

 

・コロナ感染症の影響によって愛知

大学との包括協定に基づく「サマ

ースクール」を中止した。 

 

 

・安全を守っていただくだけでな

く、小学生が地域の方と触れ合う

機会となった。 

 

 

・コロナ感染症の影響によって時間

数が十分でなかったり活動が制

限されたりしたが、町について関

心を高める学習活動に取り組ん

だ。日常的に関わり合う関係を育

てたい。 

 

・新たに出会う人との交流を通し

て、異年齢の人との人間関係づく

りを体験でき、社会性を高める機

会として、継続して実施したい。 
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基本方針 豊かな文化と心を育むまちづくり 

基本施策 ３ 生涯学習・生涯スポーツ 

○現状と課題 

・生涯学習では、生涯を通じて学び成長する機会に対するニーズは多様化していますが、講師

の確保が困難であるため、住民ニーズに対して十分な講座の開講ができていません。 

・生涯スポーツによって体力や健康の保持、増進が図られますが、スポーツ人口や指導者が減

少しています。 

・総合社会教育文化施設では、利用促進に向けての積極的なＰＲを行っているものの、利用者

数の減少と共に収益も減少しています。ハード面では、各施設の老朽化が目立っており、花

祭会館の耐震性も課題となっています。また、ソフト面では、各種体験メニューを実施する

などの積極的な事業展開には至っていません。 

 

○施策がめざす将来の姿 

・多くの住民が生涯を通して自主的に学習できる機会が充実し講師の育成もできています。 

・子どもから高齢者まで、多くの住民が気軽に参加できるスポーツ環境が整っています。 

・総合社会教育文化施設が町内外の多くの方に利用され、適切に管理運営されています。 

・施設が計画的に改修・修繕され、安全かつ快適に使用されています。 

・夏・冬・春休みや長期連休に、スポーツ合宿や研修の団体利用が活発に行われています。 

・生涯学習施設の持つ集会施設としての価値や博物館的価値、または総合的なスポーツ施設と

しての価値を存分に生かした諸事業が展開されています。 

 

○個別施策 

３－１ 生涯学習の充実 

・多様な学習ニーズに対応するため、民間の人材やノウハウの活用を図るとともに、地元の学

校や東三河管内の生涯学習実施期間との連携などにより、各種講座の充実を図ります。 

・住民からの自薦・他薦で、個々の町民が持っている知恵や技などを出してもらい登録する「人

材バンク登録制度」を創設し、体験学習会などの講師を担います。 

 【主な事業】：生涯学習講座開講支援事業 指導者・ボランティアの養成事業、人材バンク

登録事業 

３－２ スポーツ活動の充実 

・子どもから高齢者までだれもが楽しむことができ、地域が一体となって取り組むことができ

るスポーツ活動の充実に努めるとともに、各種スポーツ団体の活動を支援します。 

・【主な事業】：生涯スポーツ実施事業 町民体育祭の開催 

３－３ 総合社会教育文化施設の充実と利用促進 

・管理施設の中で、屋根や壁、柱など構造部分に関する改修・修繕等が必要な施設について、

改修計画を策定し、緊急度に応じて改修・修繕等を行います。 
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・施設の利用促進に向けて、利用者を待つばかりでなく、周りの環境を生かした企画事業を実

施し、積極的な利用者拡大を図ります。 

 【主な事業】：施設管理事業 企画事業の開催 

 

○協働の進め方 

・子どもから高齢者までの町民全員が参加し楽しめる町民体育祭を開催します。 

 

 

施策評価シート（基本施策３ 生涯学習・生涯スポーツ） 

個別施策 令和２年度の実施(達成)状況 得られた効果と今後の課題 

３－１ 

生涯学習の充実 

・コロナ感染症の影響で講座数が減

少した。既存の社会教育施設、体

育施設などを有効に活用して４

の講座を開設し、延べ 11 回の講

座を運営した。 

 

 

 

・令和３年３月現在、延べ 33 名の

ボランティア指導者が活躍して

いる。 

・コロナ感染症に配慮して可能な講座

を開設し、受講者の希望に応えるよ

う努めた。臨時交付金を活用し、感

染症予防のための器具を購入した。

受講者の関心が薄れないよう、中止

期間を少しでも減らすことが必要

である。 

 

・感染症予防のための中止に伴い減少

したが、今後継続的に指導を依頼す

る必要がある。 

３－２ 

スポーツ活動の

充実 

・Ｂ＆Ｇ海洋センター事業として、

保育園のプール教室を指導した。

また、水辺の安全教室を 13 日間

実施した。 

 

 

・様々なスポーツに取り組めるよ

う、希望を生かした生涯スポーツ

講座を開設した。 

 

 

・ドラゴンズ選手による野球教室

と、名古屋グランパスサッカー教

室は、コロナ感染症の影響によっ

てのため中止した。 

 

・町民大会について実行委員会で協

議し中止した。 

 

・マラソン大会は、コロナ感染症の

影響で中止した。 

 

・保育園児が水に慣れ親しむのに大き

な成果があった。また、小学生が安

全に水遊びや水泳ができるよう、繰

り返し知識や技能を指導すること

ができた。 

 

・各種スポーツを愛好する町民の活動

の場を提供できた。高齢化や参加者

の減少にどう対応していくかが課

題である。 

 

・子どもたちの技能や意欲を高める貴

重な機会が失われた。参加者数が減

る傾向にあり、どう対応していくか

が課題である。 

 

・多くの町民が運動する機会を設定す

る工夫が必要である。 

 

・コースが道路工事のためにしばらく

使用できないこともあり、大会の実

施について検討する必要がある。 
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３－３ 

総合社会教育文

化施設の充実と

利用促進 

・Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの塗装

等補修工事をし、例年のように開

設した。 

 

 

・管理運営については、シルバー人

材センターを指定管理者として

適正に管理を行った。 

 

・花祭会館の照明設備及び音響設備

の改修を行った。 

 

 

・民芸館収蔵品のデータ化を行っ

た。 

・コロナ感染症の影響で、開設期間が

短くなった。高齢者が活用できる企

画と、年間を通じての利用方法も考

えたい。 

 

・計画的な運営と施設整備を行った。

コロナ感染症の影響によって利用

を制限・中止せざるを得なかった。 

 

・快適になった。利用促進のためにも、

音響設備や換気設備等、計画的に順

次改修を進める必要がある。 

 

・収蔵品の整理データができた。計画

的かつ定期的な展示が求められる。

博物館の資料の整理が必要である。 
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基本方針 豊かな文化と心を育むまちづくり 

基本施策 ４ 文化の保存と継承 

○現状と課題 

・過疎、少子化が進む中、花祭やシカウチ行事といった民俗芸能の保存・伝承を担う後継者が

不足しており、後継者の確保、育成が必要です。 

・町の文化を保存・継承していくため、民具や古文書など有形文化財の価値を広く住民に理解

していただくとともに、散逸防止を図ることが必要です。また、これまで収集してきた収蔵

物の活用等についても検討することが必要です。 

 

○施策がめざす将来の姿 

・花祭りやシカウチ行事などの民俗文化が広く住民に理解され、多くの後継者や指導者が育

成・確保され、確実に後世に伝承されています。 

・文化財に対する正しい理解と愛護意識が多くの住民に備わり、保存のみならず、これを活用

した講座や教室が開催され、より多くの住民が文化財に関する知識を身につけています。 

 

○個別施策 

４－１ 後継者育成の支援 

・保存団体の実状を的確に把握し、それに応じた人材確保策について、保存団体と協議・検討

を行い、必要な策を講じます。 

 【主な事業】：後継者育成事業 無形民俗文化財ＰＲ事業 

４－２ 文化財の保存・継承環境づくり 

・住民に地域の歴史や文化に対する認識を促し、愛護意識を高めるため、町内に存在する文化

財のＰＲを強化するとともに、文化財を活用した学習講座の開催など、貴重な文化遺産の周

知に努めます。 

・また、花祭会館の改修など、文化財を保存・展示する環境整備を図ります。 

 【主な事業】：文化財講座開催事業 無形民俗文化財ＰＲ媒体整備事業、花祭会館改修事業 

 

○協働の進め方 

・盆踊りの担い手を育成する子ども向け講習会の実施を支援します。 

・地域の文化財について、町民の知識を深めるため、専門講師を招いた講座を実施します。 

 

 

施策評価シート（基本施策４ 文化の保存と継承） 

個別施策 令和２年度の実施(達成)状況 得られた効果と今後の課題 

４－１ 

後継者育成の支援 

・県・町費を有効活用し無形民俗文

化財に対する補助事業を実施し、

・花祭後継者育成の意欲付けの一助

となった。コロナ感染症防止のた
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小林花祭保存会が鬼面を修繕し、

鈴を新調した。 

 

めの中止が続くことで継承が困

難になることが危惧されるので、

各地区の後継者の育成に向け、情

報を共有する機会が必要である。 

 

４－２ 

文化財の保存・ 

継承環境づくり 

・国県指定の無形民俗文化財と、県

町指定無形民俗文化財の保存団

体に補助金を交付した。 

 

 

・花祭会館映像データベースシステ

ムに、下粟代、古戸、中在家、布

川の資料を追加した。 

 

・花祭会館の資料整理を名古屋大学

佐々木教授に委託した。 

 

・実施と保存のために必要な経費や

道具・施設の整備に使われてい

る。道具の補修等は高額で、各団

体とも苦しい状況である。 

 

・全 11 か所の資料が整備された。

資料を活用し、町内外に花祭につ

いて発信し、保存・継承につなげ

たい。 

 

・多様な資料が整理できた。活用や

展示計画を整備する必要がある。 

 



令和２年度　主要施策の成果に関する報告書
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 1 教育総務費

目 1 教育委員会費

概
要

.

教育委員会は、地方教育行政を安定的・継続的に運営していく機関として重要な役割を担ってい
ます。これらの役割を果たすため、各種会議や審議をとおして議論を深め、その執行を行いまし
た。

実
績
・
成
果

〇教育委員会の活動等
・総合教育会議　　 　2回（9月16日、2月16日）
　　・令和元年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告書
　　・東栄町小中学校ＩＣＴ機器整備計画・令和2年6月改訂版
　　・令和2年度主要事業の進捗状況
　　・コミュニティスクールのつくりかた
　　・公共施設等総合管理計画個別施設計画
　　・地方創生臨時交付金事業実施計画
　　・町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する方針

・定例教育委員会　 12回（毎月）
　　・令和3年度使用小中学校教科用図書の採択
　　・令和2年度特別支援教育就学奨励費支給対象者の認定
　　・令和2年度準要保護児童生徒の認定
　　・新型コロナウイルス感染症対策・小中学校の対応
　　・豪雨に伴う県指定文化財の被害報告
　　・町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制定
　　・令和3年度教育方針について
　　・東栄町教育委員会教育長職務代理者の指名について

・定例校長･園長会　11回（8月を除く毎月）
　　・会議の報告
　　・保育園・小学校・中学校・教育委員会の情報共有

・学校訪問　　 2校（6月25日）
　　・公開授業、諸帳簿閲覧　等

教育大綱をはじめとする教育行政全般にわたる諸案件を、総合教育会議、教育委員会会議等にお
いて協議し、適切な執行をしました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

4,240 4,200 10

令和２年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

教育委員会事業 教育課 126

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 全般

495 3,695
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 1 教育総務費

目 1 教育委員会費

概
要

○高校生通学費等補助事業

○私立高等学校授業料助成金

　根　拠： 東栄町高等学校通学費等補助金交付要綱
　目　的： 東栄町から高等学校に通学する生徒の保護者に対して通学費等の補助を行うことに
　　　　　 より、都市部との負担の格差是正を図ります。
　補助額： 学校の所在地により46千円～83千円
　令和2年度補助額：　47名　3,018,000円

　根　拠： 東栄町私立高等学校授業料補助金交付要綱
　目　的： 私立高校に在籍する生徒の保護者に対して授業料の補助を行うことにより、公立学
　　　　　 校間における父母負担の格差是正を図り、教育の機会均等の原則を確保し私立高校
　　　　　 教育の振興に寄与します。
　補助額： 1学年度　12千円
　令和2年度補助額：　7名　84,000円

実
績
・
成
果

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

高校生通学費等の補助、私立高等学校授業料の助成を通じて高校就学の支援を行い、保護者の負
担の軽減を行いました。

3,102

高校への通学費や私立高等学校授業料の一部を補助することにより、高校への就学を支援するも
のです。

財源内訳
一般財源

3,166 3,102

1 学校教育

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

高校への就学支援事業 教育課 126

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 1 教育総務費

目 1 教育委員会費

概
要

〇学輸バス車両

車　　種　　トヨタ ハイエースバン（スーパーロング 14人乗り）

購入金額　　3,001,423円

・ 車両本体　　　2,501,209円

・ 附属品等　　　　392,891円

・ 諸経費　　　　　107,323円　　　

納 車 日　　令和2年12月28日

実
績
・
成
果

2,894

新型コロナウイルス感染症予防対策として、小中学生の通学バスの三密を解消するため一部のバス路線の増
便に伴い、新たに学輸バスを整備しました。

新型コロナウイルス感染拡大の防止

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

3,001 3,001 107

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

㊶学輸バス更新整備 教育課 126

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 1 教育総務費

目 2 事務局費

概
要

教育委員会の運営維持、教育委員会活動の充実を図ります。また、各種会議を通じて、諸問題の
解決や情報共有を図っています。

実
績
・
成
果

○いじめ問題対策協議会
　　開催日： 令和3年3月18日
　　内　容： いじめの現状
　　　　　　 いじめ防止等の取り組み
　　　　　　 関係機関との情報共有

○通学路交通安全対策連絡会
　　開催日： 令和2年6月22日
　　内　容： 国道473号の通学路の改善

　　開催日： 令和2年11月9日
　　内　容： 通学路の危険箇所確認と対応

　　開催日： 令和2年12月24日
　　内　容： 危険箇所の合同点検

 　 開催日： 令和3年3月26日（書面決議）
　　内　容： 通学路危険箇所対策一覧表の公表

　いじめ問題対策協議会、通学路交通安全対策連絡会などの会議を通じて、諸問題に対する課題等
を関係者と共有し、問題の予防と解決を関係者に働きかけました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

42,270 42,118

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

17 42,101

教育委員会事務局事業 教育課 126.128

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 全般
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 1 教育総務費

目 2 事務局費

概
要

　小学校・中学校へ外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣し、英語教育の充実を図っています。

実
績
・
成
果

○外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置事業

　業務内容
　　（1）国際理解教育、英語教育に関するコンサルティング
　　（2）国際理解教育、英語教育に係るレッスンの企画及び提案
　　（3）外国語指導助手による英語指導業務
　　（4）その他

　学校への派遣状況
　　・東栄中学校に常駐し、英語授業の補助を行う
　　・週2日東栄小学校へ派遣し、外国語授業の補助を行う

外国語指導助手(ＡＬＴ)1名を東栄中学校に配置し、中学校・小学校の授業で教員を補助して正
しい英語の発音と生きた文法表現を用いた英語教育を実施し、聴く力や表現する力等総合的に英語
能力を高めました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

4,505 4,505

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

4,505

外国語指導助手（ALT)配置事業 教育課 126

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育　・　5 多様な学びの場
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 1 教育総務費

目 3 学校基本調査費

概
要

統計法に基づき、令和2年5月1日現在の学校基本調査を実施しました。

○小学校の児童数の推移

○中学校の生徒数の推移

文部科学省が行う調査で、5月1日時点の学校数、学級数、在学者数、教職員数、卒業後の状況、
施設、経費等の基本事項が調査対象となっています。

実
績
・
成
果

地方交付税算定の資料や教育政策立案の資料など、教育行政の基礎資料を得るために使用される
正確な調査結果を提供しました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

6 5 4

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

1

学校基本調査事業 教育課 128

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

児童数 113人 110人 111人 116人 115人 113人

106人

108人

110人

112人

114人

116人

118人

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

児童数

人

20人

40人

60人

80人

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

生徒数

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

生徒数 67人 60人 48人 52人 54人 62人
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 2 小学校費

目 1 学校管理費

概
要

○東栄小学校 教育目標

　「いきいき学ぶ、みんな輝く　未来へ進む　東栄小」

　　　ちえ輝く子、やさしさ輝く子、げんき輝く子 の育成に向けた教育を行う。

○東栄小学校の状況

○小学校に対する補助金

○児童輸送運転委託

＜新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業＞

・給水機 2台 購入

・スポットクーラー　5台 購入

東栄小学校の学校経営に必要な維持管理を行うとともに、校外学習（令和2年度は事業中止）等
の補助を行っています。

実
績
・
成
果

小学生登下校バス運転　　延べ333回　　600,000円

小学生校外学習運転　　　延べ　9回　 　39,200円

215,600円

528,000円

令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2年4月7日から5月31日まで臨時休
業（一部学校再開準備として分散登校）し、夏季休業期間を8月1日～8月16日に短縮しました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

12,972 11,790 19

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

小学校管理事業 教育課 128

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

11,771

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

単式学級 6 19人 15人 26人 21人 15人 15人 111人

特別支援 2 1人 1人 2人

計 8 19人 16人 27人 21人 15人 15人 113人

学校名
学級
区分

学級
数

児　　童　　数

東栄小

補助金額 内　　　容

0 円
外部講師による水泳実技指導費用の補助
（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）

0 円
小学5年生の宿泊学習に伴う費用の補助
（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）

名　称

小学校水泳指導費補助金

小学校臨海学習費補助金
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款

項

目

概
要

〇東栄小学校の対策

冷水器（2台）設置 215,600 円 予算科目 9-2-1

スポットクーラー（5台）設置 528,000 円 予算科目 9-2-1

水道蛇口ハンドル（92箇所）取替え 282,700 円 予算科目 2-1-11

1,026,300 円

〇東栄中学校の対策

冷水器（1台）設置 107,800 円 予算科目 9-3-1

スポットクーラー（5台）設置 528,000 円 予算科目 9-3-1

水道蛇口ハンドル（100箇所）取替え 319,000 円 予算科目 2-1-11

飛沫防止ガード（62個） 40,238 円 予算科目 9-3-2

飛沫防止パーテーション（15個） 16,170 円 予算科目 9-3-2

1,011,208 円

㉝学校保健特別対策事業費補助金 教育課 74,128,132

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

新型コロナウイルス感染拡大の防止

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

2,038 2,038 1,038 1,000下記のとおり

新型コロナウイルス感染症予防対策及び熱中症対策として、小中学校の水道蛇口の取替え、備品の整備等を
行いました。

実
績
・
成
果

合　　計

合　　計

スポットクーラー 冷水器 蛇口ハンドル取替え
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 2 小学校費

目 2 教育振興費

概
要

○特別支援教育支援員の配置

○リーディングスキルテスト

○備品の整備状況

○小学校に対する補助金

○特別支援教育就学奨励費の支給 ○準要保護児童扶助費の支給

対象児童： 3名、　支給額： 59,585円

概　要： 文章に書かれている意味を正確にとらえ、新しい知識を身につけるために必要な

「読む力」を科学的に測定・診断し、個別指導の一助とする。

受講者： 小学6年生 13名

　児童が学習しやすい学校環境をつくり、教育活動の推進を図っています。

実
績
・
成
果

すべての児童が力に応じて教育を受けられるよう、授業をはじめとする支援を行うとともに、平
等に義務教育を受けられるよう各種対策を講じました。

支援員： 3人／日　（登録者7人）

対象児童： 3名、　支給額： 169,970円

概 要： 特別支援学級・通常教室に在籍し、特別な支援を要する児童に対して教員の補助
員
　　　　として特別支援教育支援員を配置して、生活面・学習面を支援する。

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

9,835 9,524 30

小学校教育振興事業 教育課 130

9,494

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

品名 数量 金額 納入日 備考

コンテナ付き整理棚 1台 63,250円 R2.4.16 特別支援学級

ホワイトボード付き収納ワゴン 1台 92,400円 R2.4.22 特別支援学級

プログラミングスイッチ 4セット 118,260円 R2.4.22 プログラミング教育

微生物顕微鏡 3台 108,192円 R2.4.30 理科教材

名　称 補助金額 内　　　容

0 円
米づくりを通した地域の人々との交流
（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）

地域体験学習費補助金
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 2 小学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

○学校設備の修繕の状況

○備品の整備状況

＜新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業＞

・学習用端末等購入

・特別教室エアコン設置

・屋外手洗い場増設

15,308,418円

8,855,000円

　教育・学習環境を確保するため、必要な物品及び施設設備の維持管理を行っています。

実
績
・
成
果

1,217,000円

　国のＧＩＧＡスクール構想による学習用端末（1人1台端末）の整備、児童の健康を守るための特
別教室へのエアコン設置等を実施し、学習に集中できる環境が整備できました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

5,595 5,600

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

5,600

小学校施設整備事業 教育課 130

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

項　目 金 額 備　　考

ガスメーター取替え 228,800円 定期取替え

自動火災報知設備修繕 2,739,000円

ＧＨＰエアコン修理 891,000円

スイッチングハブ修理 53,900円

放送設備修理 199,100円

ガス供給設備修理 429,000円

水抜き操作盤修理 106,700円

ＩＰ端末ハブ交換 325,600円

計 4,973,100円

令和2年8月22日に発生した
落雷に伴う故障の修理

品　名 数量 金 額 納入日 備考

木製ロッカー（大） 2台 413,600円 令和3年3月24日

木製ロッカー（中） 1台 110,000円 令和3年3月24日

木製天板 14枚 76,560円 令和3年3月24日

600,160円計

森林環境譲
与税充当事
業
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 2・3 小学校費・中学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

○ＧＩＧＡスクール構想の推進

〇事業の内訳

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

130,134

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

③東栄町ＧＩＧＡスクール構想「一人一台端末」整備事業 教育課

実
績
・
成
果

充電保管庫学習用端末（iPad）

文部科学省は「児童生徒1人1台端末」と通信環境の整備を令和5年度までに実施することとしていま
したが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による学校の臨時休業等に備え、早期に遠隔教育ができ
る体制が必要だとして、ＧＩＧＡスクール構想を加速することになりました。これに伴い東栄町として
も「児童生徒1人1台端末」等の整備計画を前倒しして令和2年度中に整備しました。

新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化等への対応及び、ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

24,870 24,860 19,775 5,085

国の掲げる「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向け、文部科学省の公立学校情報機器整備事業及び地方創生
臨時交付金を活用して、児童生徒が使用する学習用端末及び周辺機器を整備しました。

台数 金額 台数 金額 台数 金額

学習用端末（iPad） 130台 7,061千円 80台 4,345千円 210台 11,406千円

無線アクセスポイント 6台 543千円 3台 281千円 9台 824千円

充電保管庫 6台 1,178千円 3台 589千円 9台 1,767千円

端末管理 6台 4,253千円 3台 2,640千円 9台 6,893千円

役務費（設定等） - 2,247千円 - 1,723千円 - 3,970千円

合計 - 15,282千円 - 9,578千円 - 24,860千円

小学校 中学校 合計
区　分
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 2 小学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

〇事業の明細

・ 手洗いシンクの増設（3箇所）

　　1･2年教室前、3･4年教室前、5･6年教室前

・ 工　事　費　　1,217,000円

㉞小学校手洗い場増設 教育課 130

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

1 学校教育

新型コロナウイルス感染拡大の防止

予
算
科
目

新型コロナウイルス感染症予防対策として、小学校の屋外手洗い場を増設し、児童が密を避けながら丁寧か
つスムーズに手洗いができるように改善しました。

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

1,217 1,217 1,217

実
績
・
成
果

増設した手洗いシンク

手洗い場増設箇所
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 2・3 小学校費・中学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

〇小中学校へのエアコン設置

〇東栄小学校

設置場所等 特別活動室　天井カセット型エアコン 1台、室外機 1台

（6室） 相 談 室　　壁掛け型エアコン 1台、室外機 1台

図 工 室　　天井吊型エアコン 1台、室外機 1台

理 科 室　　天井吊型エアコン 1台、室外機 1台

図 書 室　　天井吊型エアコン 1台、室外機 1台

音 楽 室　　天井吊型エアコン 1台、室外機 1台

工事金額 8,855,000円

〇東栄小学校

設置場所等 会 議 室　　床置型エアコン 2台、室外機 2台

（４室） 理 科 室　　天井吊型エアコン 1台、室外機 1台

英 語 室　　天井吊型エアコン 1台、室外機 1台

音 楽 室　　床置型エアコン 2台、室外機 2台

工事金額 12,815,000円

130,134

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

㊳小中学校特別教室等エアコン設置 教育課

1 学校教育

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

新型コロナウイルス感染拡大の防止

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

21,670 21,670 21,670

実
績
・
成
果

学校における熱中症対策として、特別教室等にエアコンを設置し、快適に学習できる教育環境を整備しまし
た。

普通教室へのエアコン設置は、熱中症を予防し、学習に集中できる環境を整備するため、令和元年度
予算にて実施しています。

そして、新型コロナウイルス感染症予防対策として三密を避けるために特別教室の活用が増えること
から、令和2年度中に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して特別教室等へエアコ
ンを設置しました。
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実
績
・
成
果

令和2年度に設置したエアコン

令和元年度に設置したエアコンＲ１

Ｒ２
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 1 学校管理費

概
要

○東栄中学校 教育目標

「自ら学び 心豊かに たくましく」

○東栄中学校の状況

○生徒輸送運転委託

○備品の整備状況

＜新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業＞

・給水機 1台 購入

・スポットクーラー　5台 購入

13,516

　東栄中学校の学校経営に必要な維持管理を行っています。

中学生下校バス運転　　　延べ210回　　461,800円

財源内訳
一般財源

14,687 13,526 10

528,000円

中学生校外学習運転　　　延べ 14回　 　58,800円

107,800円

基本施策

実
績
・
成
果

「天地人の教育」の理念を基盤とし、知・徳・体 の調和と統一のとれた豊かな人間性の啓
培に努め、たくましく生きる実践力をもった国家・社会の有為な形成者としての資質の育
成を期する。

1 学校教育

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2年4月7日から5月31日まで臨時休
業（一部学校再開準備として分散登校）し、夏季休業期間を8月1日～8月16日に短縮しました。

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

中学校管理事業 教育課 130.132

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

1年 2年 3年 計

単式学級 3 21人 17人 22人 60人

特別支援 2 1人 1人 2人

計 5 22人 18人 22人 62人

生　　徒　　数学級
区分

学級
数

学校名

東栄中

品名 数量 金額 納入日 備考

デジタルカメラ望遠レンズ 1台 44,000円 令和2年8月31日 記録写真用

ワイヤレススピーカー 1台 165,000円 令和2年8月31日 音楽室用
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 1 学校管理費

概
要

〇オンライン交流の実施

令和3年1月27日（水） 8：30～10：00 （カナダ･･･前日15：30～17：00）

ＲＣＡ校生徒によるＬＩＶＥキャンパスツアー

ＺＯＯＭによる自己紹介、インタビュー

令和3年1月28日（木） 8：30～10：00 （カナダ･･･前日15：30～17：00）

ＲＣＡ校生徒プレゼンテーション

　　・カナダの文化、カナダの地理、コロナ禍における生活の変貌

東栄中学校生徒プレゼンテーション

　　・学校紹介、東栄町の紹介

グループディスカッション

令和3年1月29日（金） 8：30～10：00 （カナダ･･･前日15：30～17：00）

オンラインゲーム

中学生海外派遣事業 教育課 132

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育　・　5 多様な学びの場

539

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響によって海外派遣を中止し、交流校とオンライン
で交流を行いました。

令和2年度の中学生海外派遣は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。このた
め、代替事業として、中学生海外派遣事業の交流校であるリージェント・クリスチャン・アカデ
ミー校（ＲＣＡ校）と3日間にわたってオンラインでの交流を実施しました。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

東栄町は中学3年生を海外（カナダ）に派遣し、学校交流やホームステイ等を通じて言語や文化
の違いを体験し、豊かな国際感覚を身につける「中学生海外派遣事業」を実施しています。

実
績
・
成
果

ＲＣＡ校とのオンライン交流

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

539 539
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 1 学校管理費

概
要

〇交付対象者

中学3年生の保護者 22名

〇交付金額

1人あたり 11,000円（パスポート取得経費相当額）

11,000円×22人＝242,000円

基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

242 242 242

一般財源

基本施策

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

㊴㊵海外派遣事業中止に伴う負担金 教育課 132

総合計画

実
績
・
成
果

令和2年度の中学生海外派遣事業は新型コロナウイルス感染症の影響で中止となりました。事業に参加するた
めに保護者が要した費用の一部を交付し、経済的負担の軽減を図りました。

1 学校教育　・　5 多様な学びの場

感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 2 教育振興費

概
要

○リーディングスキルテスト

○中学校に対する委託事業

○中学校に対する補助金

○特別支援教育就学奨励費の支給

対象生徒： 2名、　支給額： 67,594円

○準要保護児童扶助費の支給

対象生徒： 1名、　支給額： 40,919円

○とうえい地域未来塾

参 加 者：　中学1年生　12名

実施教科：　国語・社会・数学・理科・英語

実施回数：　9月～3月　全15回(対面授業11回、動画4回）

すべての生徒が力に応じて教育を受けられるよう、授業をはじめとする支援を行うとともに、平
等に義務教育を受けられるよう各種対策を講じました。

実
績
・
成
果

「読む力」を科学的に測定・診断し、個別指導の一助とする。

受講者： 中学1年生 20名

2,081

　生徒が学習しやすい学校環境をつくり、教育活動の推進を図っています。

概　要： 文章に書かれている意味を正確にとらえ、新しい知識を身につけるために必要な

1 学校教育

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

2,405 2,143 62

令和２年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

中学校教育振興事業 教育課 132.134

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

名　称 補助金額 内　　　容

魅力あるあいちキャリ
アプロジェクト

0円
職場体験活動
（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）

名　称 補助金額 内　　　容

自転車通学生徒補助金 75,000円 自転車通学生徒への補助　対象者５名

進路指導費補助金 137,481円 進路指導資料、学校訪問等に係る補助
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 2 教育振興費

概
要

〇中学生ドライポロシャツの支給

〇事業の内容

1年生 2,400円 × 22人 × 2着 ＝ 105,600 円

2年生 2,400円 × 18人 × 2着 ＝ 86,400 円

3年生 2,400円 × 22人 × 2着 ＝ 105,600 円

297,600 円

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

教育課 132

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

⑩熱中症等対策に伴うドライポロシャツ購入

財源内訳

一般財源

298 298 298

新型コロナウイルス感染症の拡大によって小中学校は4月・5月が臨時休業となり、履修不足を補うために夏
休みを短縮しました。猛暑の時期に登校することとなり、熱中症などの健康被害が心配されるため、通気性に
優れたドライポロシャツ2着を中学生に支給しました。ドライポロシャツは、町のキャラクターをデザインした
マーク入りのシャツ（通称「オニポロ」）で、シャツの色は30色の中から自由に選択できるようにしました。
　なお、中学校は従来の制服に加え、このドライポロシャツを夏季の制服としました。

実
績
・
成
果

合　　計

熱中症などの健康被害を防止するため、通気性に優れたドライポロシャツ2着を中学生に支給し、登校時の着
用も可としました。

1 学校教育

新型コロナウイルス感染拡大の防止

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

＜新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業＞

・学習用端末等購入

・特別教室等エアコン設置

・体育館･屋外トイレ改修工事

・電子黒板設置工事（2教室）

○備品の整備状況

実
績
・
成
果

9,591,182円

12,815,000円

6,710,000円

2,508,000円

139

国のＧＩＧＡスクール構想による学習用端末（1人1台端末）、電子黒板の整備、特別教室等への
エアコン設置、体育館・屋外トイレの洋式化などの環境整備を実施しました。

　教育・学習環境を確保するため、必要な物品及び施設設備の維持管理を行っています。

1 学校教育

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

141 139

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

中学校施設整備事業 教育課 134

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

品　名 数量 金 額 納入日

令和3年3月24日

備考

木製　机・椅子 5台 126,500円
森林環境譲与税
充当事業

- 35 -



事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

○小中学校ＩＣＴ機器整備計画の変更

2年生教室 電子黒板

設置工事費　　1,245,000円

1年生教室 電子黒板

設置工事費　　1,245,000円

㊱㊲電子黒板設置工事 教育課 134

東栄中学校の電子黒板は「東栄町小中学校ICT機器整備計画」に基づき、平成30年度、令和2年度、令和3年度
に各1台ずつ整備する計画となっていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響によってＧＩＧＡスクール構
想の計画が前倒しとなったため、電子黒板の整備計画も前倒しして令和2年度に2台を整備しました。

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

一般会計

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

　オンライン授業でも対応可能な電子黒板を、東栄中学校の2年生教室・1年生教室に設置しました。

新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化等への対応及び、ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現

予
算
科
目

実
績
・
成
果

電子黒板

予算額 決算額
財源内訳

一般財源

2,508 2,508 2,508
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 3 中学校費

目 3 学校施設整備費

概
要

〇改修工事の概要

東栄中学校体育館

男子トイレ････ 和式便器2基解体、洋式便器2基設置

女子トイレ････ 和式便器5基解体、洋式便器4基設置

東栄中学校屋外部室

男子トイレ････ 和式便器2基解体、洋式便器1基設置

女子トイレ････ 和式便器5基解体、洋式便器2基設置

契約金額　　6,710,000円

基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

6,710 6,710 6,710

一般財源

基本施策

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

㉟中学校体育館等トイレ改修工事 教育課 134

総合計画

実
績
・
成
果

新型コロナウイルス等による感染リスクを軽減させるため、東栄中学校体育館トイレ及び屋外部室トイレの
和式便器を洋式便器に改修し、衛生的なトイレに改修しました。

1 学校教育

新型コロナウイルス感染拡大の防止

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 4 保健体育費

目 1 保健体育費

概
要

○健康診断

○小学校に対する補助

○中学校に対する補助

○部活動運転委託

財源内訳
一般財源

1,930

　・小中学校児童生徒の健康診断 381,304円
 　　・内科検診、尿検査、心電図、貧血･脂質検査、プール前健診、修学旅行前健診、マラソン前
　　　 健診、就学前健診（東栄医療センター）
　　 ・耳鼻科検診（郡学校保健会・浜松医大）
　　 ・歯科検診（よつば歯科クリニック）

　・教職員の健康診断 398,453円
　　・定期健康診断（しらゆりクリニック）
　　・胃検診（東栄医療センター）
　　・ストレスチェック（聖隷健康診断センター）

1,825

学校保健安全法に基づく児童生徒健康診断や教職員健康診断を実施するとともに、小･中学校の
保健体育関係の行事に対する補助等を行い、円滑な学校行事推進を図っています。

2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

実
績
・
成
果

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

中学生部活動バス運転　　延べ 20回　　150,900円

　全児童生徒、全教職員の健康診断を行い、健康上の問題があった者はいませんでした。
　また、小中学校へ各種補助を行い、円滑な学校行事を進められました。

1,825

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

小中学校保健体育事業 教育課 134

総合計画
基本方針

名　称 補助金額 内　　　容

環境整備事業補助金 20,000円 校内、花壇等の環境整備に伴う補助金

スキー教室バス補助金 0円
スキー教室に伴うバス代等の補助
（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）

名　称 補助金額 内　　　容

体育活動費補助金 700,000円 体育的部活動の派遣費、運営費の補助

環境整備事業補助金 20,000円 校内、花壇等の環境整備に伴う補助金

スキー教室バス補助金 121,200円
スキー教室に伴うバス代等の補助
　　令和3年2月23日実施　茶臼山スキー場
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 4 保健体育費

目 2 学校給食共同調理場費

概
要

○給食実施日数

○給食費

小学生 270円、　中学生 300円

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金により無償化

○食物アレルギーの対応

学校における食物アレルギーの事故を防止するため、対象児童生徒の保護者と、調理場
長、栄養教諭、給食主任、養護教諭、教育課担当者による「学校給食対応打合せ会」を毎
月開催し、原因食物の除去対応等についての確認を行いました。

令和2年度は新型コロナウイルス感染症に伴う学校の臨時休業などによって家庭の経済的
負担が増大したため、学校再開後の6月から9月分の給食費を無償化して子育て世帯への経
済的負担の軽減を図りました。

9030,093

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、4月、5月は小中学校ともに臨時休業になり、学校給
食も中止しました。また、夏休みの短縮に伴い7月21日から7月31日、8月17日から8月31日までの授
業日は給食を実施しました。

6,797 23,206

　学校給食法に基づき、児童生徒への安全安心な給食を提供します。

30,895

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

実
績
・
成
果

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

学校給食事業 教育課 134.136

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 1 学校教育

年度 小学校 中学校

平成30年度 186 日 187 日

令和元年度 171 日 167 日

令和２年度 166 日 165 日

平成30年度 10,547,580円

令和元年度 9,363,450円

6,563,430円

※無償化額　3,634,140円
令和２年度

年度
給食費の徴収状況

（検食・教職員を含む）
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 4 保健体育費

目 2 学校給食共同調理場費

概
要

〇給食費

小学校 270円、　中学校 300円

〇無償化した給食費の内訳

〇１人当たり負担軽減額

小学生　19,980円

中学生　22,000円

基本施策 1 学校教育

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

⑨小中学校給食無償化 教育課 134,136

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

実
績
・
成
果

財源内訳

一般財源

3,634

感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

コロナ禍における子育て世帯への経済的負担の軽減を目的に、6月から9月までの学校給食費を無償化しまし
た。

△ 3,634

小学校 中学校

児童数 113人 生徒数 62人

給食費 270円 給食費 300円

6月 22 回 671,220 円 409,200 円 1,080,420 円

7月 21 回 640,710 円 390,600 円 1,031,310 円

8月 11 回 335,610 円 204,600 円 540,210 円

9月 20 回 610,200 円 372,000 円 982,200 円

合計 74 回 2,257,740 円 1,376,400 円 3,634,140 円

給食実施数月 合計

- 40 -



事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 5 社会教育費

目 1 社会教育総務費

概
要

○社会教育審議会

 令和2年6月30日 開 催 日  ：  令和3年3月23日

・令和2年度主要事業について 協議事項 ： ・令和2年度事業の進捗状況

　　　　　　 　  ・社会教育委員研修について ・令和3年度事業について

・成年年齢の引き下げについて

○東栄町成人式

 　開 催 日： 令和3年1月10日

　 対 象 者： 25名 （17名出席）

   アトラクション： 志多ら

○図書室（のき山文庫）の状況

　・毎月新刊図書2～3冊を購入（広報紙、ホームページ、東栄チャンネル等で紹介）

　・相互賃借図書（他の図書館所蔵の図書を借りられる）

　・流通図書（愛知県図書館から定期的に図書を借りられる）

○団体への補助

全　般

122 467

財源内訳
一般財源

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

社会教育事業 教育課 136

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

様々な年齢層の学習機会を確保するため、生涯学習講座の年間にわたる開設を中心に、その発表
の場としての文化祭を開催するなど、社会教育活動の充実を目的としています。

団体名 補助額 内容等

東栄町文化協会 271,887円 研修、講演会、「東栄文化」発行等

   開 催 日  :

 　協議事項 :

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

687 589

実
績
・
成
果

社会教育活動の推進や文化の交流促進など幅広い世代が参加する事業を展開し、社会教育活動の
充実を図りました。
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 5 社会教育費

目 2 文化財費

概
要

○文化財審議会

 令和2年6月22日 開 催 日 ：  令和3年3月24日

・役員改選 協議事項 : ・令和2年度事業報告

・埋蔵文化財発掘届出 ・文化財指定件数

・指定文化財の現状 ・鳳来寺山自然科学博物館見学

・旧川角村安藤家文書寄贈

・東三河ジオパーク構想

○花祭保存会長会議

 　開 催 日 ： 令和2年8月4日

 　協議事項： コロナ禍における花祭についての情報交換

○花祭会館映像データベースシステム更新（3年計画の最終年）

映像コンテンツ作成、動画・データ編集

5地区（中設楽、中在家、古戸、下粟代、布川）

○団体への補助

基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 4 文化の保存と伝承

3,503 3,489 1,022

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

文化財保存･伝承事業 教育課 136.138

総合計画

2,467

年間を通じて花祭体験のできる映像環境の構築を図るため、3年計画で花祭会館映像データベー
スシステム更新事業を行いました。
　また、文化財の保護、伝承を図るための各種施策を実施しました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

実
績
・
成
果

開 催 日  :

協議事項 :

3年計画で進めてきた「花祭会館映像データベースシステム更新事業」は、今年度ですべての保
存会のコンテンツを作成して完了しました。

事業名 対象団体 補助額 備考

各地区花祭保存会 500,000円 50,000円×10保存会

文化財
保存事業

ｼｶｳﾁ行事保存会（布川･月･小林･古戸）
下田巫女神楽、下田盆踊り、
上粟代の念仏踊り、古戸の念仏踊り
足込の念仏踊り、月の念仏踊り

100,000円 10,000円×10団体

（円）

国県補助金 地方債 その他 一般財源

2,717,000 1,000,000 0 0 1,717,000

財源内訳
事業費
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 5 社会教育費

目 3 社会体育費

概
要

○愛知県市町村対抗駅伝競走大会

＜中　止＞

○名古屋グランパス東栄サッカー教室

＜中　止＞

○北設スポーツ教室・中日ドラゴンズ野球教室

＜中　止＞

○団体への補助

令和２年度に予定していた各種事業は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止
しましたが、町内の各団体に対する活動補助は例年通り実施しました。

各種スポーツを通じ、町民の健康増進と連帯感の養成、人間的融和を目的とした事業を行ってい
ます。

実
績
・
成
果

財源内訳
一般財源

1,184 624

基本施策 全般

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

624

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

社会体育事業 教育課 138

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

事業名 対象団体 補助額 備考

 少年少女スポーツクラブ 39,000円  空手ｸﾗﾌﾞ

 東栄町体育協会 222,088円  体育振興助成金　等

社会体育
振興事業
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 5 社会教育費

目 4 生涯学習推進事業費

概
要

○文化祭関連行事

・文化講演会 ＜中止＞

・町民芸能まつり ＜中止＞

・作品展示会（10月31日～11月4日）

特別展示①　議定論日記 展示

特別展示②　坂柿一統記 展示

特別展示③　三遠ネオフェニックス 展示

ワークショップ　勾玉づくり

○生涯学習講座の実施状況

324

　生涯学習講座を開催し、様々な年齢層に対して多様な学習の機会を確保しています。

実
績
・
成
果

作品展示会場

令和2年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴い、文化祭関連行事は「作品展示
会」のみとし、生涯学習講座は14講座のうち4講座のみの開催となりました。

3 生涯学習・生涯スポーツ

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

552 324

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

文化祭、生涯学習講座 教育課 138

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

延人数 １回平均

さわやかコーラス 〇 中止 － －

ソフトテニス教室 〇 中止 － －

ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ教室 〇 〇 〇 １０月　（全4回） 延べ 61人 15人

初めてのカヌー教室 〇 中止 － －

川でのカヌー教室 〇 中止 － －

フラワーアレンジメント教室 〇 〇 〇 １０～２月　(全３回) 延べ２１人 7人

クッキング教室 〇 中止 － －

茶道に親しむ会 〇 〇 〇 １０月　（全２回） 延べ 11人 6人

生け花に親しむ会 〇 〇 〇 １０月　（全２回） 延べ 6人 3人

和楽器に親しむ会 〇 〇 〇 中止 － －

将棋教室 〇 〇 中止 － －

伝承遊び教室 〇 中止 － －

東栄ブラスバンド 〇 〇 〇 中止 － －

サマースクール 〇 中止 － －

講座名
中
学

一
般

開催日
参加者数小

学
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 6 総合社会教育文化施設費

目 1 総務管理費

概
要

○指定管理者施設

○指定管理の推移

3 生涯学習・生涯スポーツ

12 24,666

総合社会教育文化施設の管理・運営を、公益社団法人東栄町シルバー人材センターに指定管理者
制度で委託しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により、総合社会教育文化施設（グリーンハウス・花祭会館・
博物館・民芸館・体育施設）は、4月10日から5月31日まで臨時休館しました。
　また3密を回避するために、グリーンハウスの宿泊者の受け入れを定員の半分以下としました。

財源内訳
一般財源

31,980 24,678

実
績
・
成
果

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

総合社会教育文化施設の管理運営 教育課 138.140

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

管理施設等 指定管理者 指定期間

・総合社会教育文化施設
・花祭会館･民芸館･博物館
　の展示品

公益社団法人
東栄町シルバー人材センター

平成30年４月1日から
令和３年3月31日まで

区分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指定管理者

指定管理料 18,125千円 19,189千円 14,789千円

シルバー人材センター
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 6 総合社会教育文化施設費

目 2 グリーンハウス費

概
要

○グリーンハウスの利用状況推移

○グリーンハウスの月別利用者数

1,052 1,038

決算額
財源内訳

一般財源

新型コロナウイルス感染症の影響により、4月・5月はグリーンハウスを臨時休館とし、以後も3
密を回避するために宿泊者の受け入れを定員の半分以下としました。

実
績
・
成
果

3 生涯学習・生涯スポーツ

746 292

指定管理者である東栄町シルバー人材センターによって、グリーンハウスの管理運営が行われま
した。

予
算
科
目

一般会計 予算額

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

グリーンハウスの管理運営 教育課 140

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

500

2,500

4,500

6,500

8,500

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

施設利用者（人）

500

2,500

4,500

6,500

8,500

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

施設使用料（千円）

うち宿泊者

平成30年度 9,426人 4,918人 7,106,255円

令和元年度 8,483人 4,196人 6,415,650円

令和2年度 1,425人 406人 698,020円

使用料区分 延べ利用者

0 0

70

142
102

219

106

185

51
76

111

363

0

100

200

300

400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別利用者数（人）
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 6 総合社会教育文化施設費

目 3 博物館及び民芸館費

概
要

○博物館及び民芸館の利用状況推移

財源内訳
一般財源

50 39

指定管理者である東栄町シルバー人材センターによって、博物館及び民芸館の管理運営が行われ
ました。

4 文化の保存と継承

実
績
・
成
果

　新型コロナウイルス感染症の影響により、4月・5月は博物館・民芸館ともに臨時休館しました。

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

39

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

博物館及び民芸館の管理運営 教育課 140

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

100

200

300

400

500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

会場利用者（人）

500

5,500

10,500

15,500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

会場使用料（円）

利用者 使用料 利用者 手数料

平成30年度 422人 13,440円 199人 64,680円

令和元年度 301人 8,470円 114人 32,140円

令和２年度 179人 14,180円 113人 36,630円

見学入館
区分

会場使用

0

50

100

150

200

250

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

入館者（人）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

入館料（円）
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 6 総合社会教育文化施設費

目 4 花祭会館費

概
要

○花祭会館の利用状況推移

一般財源

994 318 587

　指定管理者である東栄町シルバー人材センターによって、花祭会館の管理運営が行われました。

4 文化の保存と継承

　新型コロナウイルス感染症の影響により、4月・5月は花祭会館を臨時休館しました。

実
績
・
成
果

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額

905

財源内訳

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

花祭会館の管理運営 教育課 140

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

500

1,500

2,500

3,500

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

会場利用者（人）

50,000

150,000

250,000

350,000

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

会場使用料（円）

利用者 使用料 利用者 手数料

平成30年度 2,423人 251,275円 874人 245,030円

令和元年度 2,276人 224,540円 733人 218,660円

令和２年度 706人 81,660円 471人 135,390円

見学入館
区分

会場使用

400

600

800

1,000

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

入館者（人）

100,000

150,000

200,000

250,000

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

入館料（円）
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事業名 担当課 決算書

事業区分

新型コロナ
臨時交付金

その他
国県支出金

地方債 その他

款 9 教育費

項 6 総合社会教育文化施設費

目 4 花祭会館費

概
要

〇天井照明のＬＥＤ化

・ 照明器具

　　ＬＥＤペンダント照明器具　白色　　 4個

　　ＬＥＤペンダント照明器具　電球色　15個

・ 照明器具購入費 1,089,000円

・ 照明器具取替工事費 655,600円

〇音響設備改修工事

・ 工事内容

　　メインスピーカーの更新

　　固定はね返りスピーカーの更新

　　パワーアンプ、電源ユニットの更新

・ 工 事 費　　7,480,000円

一般財源

9,225 9,225 9,225

実
績
・
成
果

町内唯一のホールである花祭会館について、密集・密接を回避しながら大人数の収容に対応できるようにす
るため、不具合が生じている会場全体の音響及び照明環境を改善しました。

3 生涯学習・生涯スポーツ

新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化等への対応及び、ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の成果に関する報告書
単位：千円

㊷花祭会館音響等設備改修工事 教育課 140

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 6 総合社会教育文化施設費

目 5 体育施設費

概
要

○体育施設の利用状況推移

　指定管理者である東栄町シルバー人材センターによって、体育施設の管理運営が行われました。

実
績
・
成
果

593 1,513

3 生涯学習・生涯スポーツ

予
算
科
目

一般会計 予算額 決算額
財源内訳

一般財源

2,167 2,106

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

体育施設の管理運営 教育課

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策

利用者 使用料

平成30年度 480人 93,170円

令和元年度 491人 94,800円

令和2年度 141人 23,100円

テニスコート
区分

100

300

500

700

900

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

0

50,000

100,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）

利用者 使用料

平成30年度 1,279人 94,150円

令和元年度 1,216人 87,940円

令和2年度 327人 42,540円

区分
弓道場

0

500

1,000

1,500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）

利用者 使用料

平成30年度 2,837人 320,190円

令和元年度 3,827人 386,550円

令和2年度 2,618人 230,000円

区分
Ｂ＆Ｇ体育館

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、4月・5月は体育施設の利用を中止しました。

実
績
・
成
果

利用者 使用料

平成30年度 1,923人 51,740円

令和元年度 2,153人 70,650円

令和2年度 823人 18,670円

区分
Ｂ＆Ｇプール

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

75,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）

利用者 使用料

平成30年度 39,961人 437,050円

令和元年度 23,853人 421,340円

令和2年度 2,073人 170,610円

区分
東栄ドーム

0

10,000

20,000

30,000

40,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

100,000

200,000

300,000

400,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）

利用者 使用料

平成30年度 26,458人 75,600円

令和元年度 18,825人 83,290円

令和2年度 1,379人 17,120円

区分
陸上競技場

0

10,000

20,000

30,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）

利用者 使用料

平成30年度 2,336人 163,050円

令和元年度 1,357人 120,475円

令和2年度 1,155人 91,120円

区分
野球場

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

利用者（人）

50,000

100,000

150,000

200,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

使用料（円）
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事業名 担当課 決算書

国県支出金 地方債 その他

款 9 教育費

項 7 森林体験交流施設費

目 1 森林体験交流施設費

概
要

○森林体験交流センターの利用状況推移

○利用の内訳

2,768 19,459

　森林体験交流センター「スターフォーレスト御園」の運営及び維持管理を行いました。

実
績
・
成
果

　新型コロナウイルス感染症の影響により、4月10日から5月31日まで森林体験交流センターを臨時
休館とし、以後も3密を回避するために宿泊者の受け入れを定員の半分以下としました。

27,093 26,447 4,220

予
算
科
目

一般会計 予算額

総合計画
基本方針 2 豊かな文化と心を育むまちづくり

基本施策 3 生涯学習・生涯スポーツ

一般財源
決算額

財源内訳

令和2年度主要施策の成果に関する報告書
単位：千円

森林体験交流施設運営事業 教育課

うち宿泊者

平成30年度 4,430人 2,111人

令和元年度 3,959人 2,007人

令和2年度 1,638人 731人

区分 延べ利用者

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

施設利用者（人）

センター バンガロー ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ 観望会

平成30年度 536人 1,575人 1,527人 905人

令和元年度 608人 1,399人 1,391人 823人

令和2年度 191人 538人 632人 311人

平成30年度 1,613,200円 4,674,900円 284,463円

令和元年度 1,852,760円 4,209,500円 407,369円

令和2年度 559,040円 1,813,300円 65,320円

使用料 手数料
雑入

700,020円

656,280円

310,410円

利
用
者

収
　
入

区分
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〇31㎝望遠鏡赤道儀架台改修

・概　要

ＨＧ30型赤道儀架台

旧架台撤去･処分

バランス調整

・事業費・財源内訳 （千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

・補助金

元気な愛知の市町村づくり補助金（愛知県）

〇森林体験交流センター建物屋根塗替え工事

・概　要

森林体験交流センター 本館屋根塗装　750㎡

　ケレン,高圧洗浄

　フッ素樹脂塗料塗り （2回塗り ﾊﾟﾜｰﾌﾛﾝﾏｲﾙﾄﾞ）

・事業費・財源内訳 （千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

・補助金

元気な愛知の市町村づくり補助金（愛知県）

0

実
績
・
成
果

1,561

事業名 決算額
財源内訳

森林体験交流センター建物
屋根塗替え工事

4,950 2,591 0 0

事業名 決算額
財源内訳

2,359

31㎝望遠鏡赤道儀架台改修 3,190 1,629 0
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